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ーじ。

新
島
裏
の
自
治
教
会
思
想
と
そ
の
影
響

ー
一
致

・
組
合
両
教
会
合
同
問
題
を
め
ぐ
っ
て

l

明
治
五
年

ハ
一
八
七
二
年
)
始
め
て
横
浜
に
日
本
基
管
公
会
が
設
立
さ
れ

た
。
そ
の
公
会
は
独
立
自
治
を
標
携
す
る
と
共
に
、
単
純
な
福
音
主
義
の
信

仰
に
立
ち
、
無
教
派
を
表
明
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
も
ち

ろ
ん
超
教
派
的
と
か
合
同
的
と
か
の
意
味
で
は
な
く
、
教
派
に
関
係
の
な
い

と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
と
解
し
て
よ
い
と
思
う
。
モ
の
精
神
は
、
公
会
条
例

第
二
条
「
公
会
の
基
礎
」
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
即
ち
「
我

輩
の
公
会
は
宗
派
に
属
せ
ず
唯
主
耶
蘇
キ
D

ス
ト
の
名
に
依
て
建
る
所
な
れ

ば
、
単
に
聖
書
を
標
準
と
し
、

目
疋
を
信
じ
、
是
を
勉
る
者
は
、皆
是
キ
D
ス
ト

の
僕
、
我
僚
の
兄
発
な
れ
ば
、
会
中
の
各
員
全
世
界
の
信
者
を
同
視
し
て
一

家
の
親
愛
を
尽
す
ぺ
し
。
固
定
故
に
此
会
を
基
審
公
会
と
稽
す
」
と
、
と
の
様
に

し
て
教
派
的
キ
リ
ス

ト
教
を
棄
て
て
公
同
教
会
を
建
て
た
事
は
、
確
か
に
教

派
の
歴
史
を
解
し
な
い
、
教
派
に
対
す
る
理
解
の
な
い
日
本
人
に
対
す
る
宣

教
師
達
の
指
導
の
優
れ
て
い
る
こ
と
を
一
示
す
と
共
に
、
そ
の
卓
見
に
つ
い
て

は
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、・伝
道
は
教
派

堀

'切

康

司

の
支
持
に
よ
り
、
教
派
の
伝
道
局
か
ら
送
ら
れ
た
宣
教
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
故
に
、
次
第
に
教
派
主
義
の
傾
向
を
帯
び
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
為
で
あ
ろ
う
。
再
び
無
教
派
主
義
を
再
確

認
す
る
目
的
を
以
て
、
同
年
九
月
に
横
浜
に
第
一
回
宣
教
師
大
会
を
開
い
て
、

そ
の
「
無
教
派
公
会
主
義
」
?
)
を
決
議
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
の
後
、
同

六
年
九
月
に
新
栄
公
会
(
東
京
築
地
)
、
七
年
四
月
に
ア
メ
リ
カ
ジ
・
ボ
ー
ル
ド

慌
遺
宣
教
師
の
尽
力
に
よ
り
摂
津
第
一
基
審
公
会
〈神
戸
)
、
同
じ
五
月
に
梅

本
町
公
会

(大
阪
〉
が
設
立
さ
れ
、
「
日
本
基
審
公
会
の
無
宗
派
論
、
全
国

一
教
会
主
義
は
、
順
風
に
帆
を
か
け
た
よ
う
な
勢
か
で
あ
っ
た
こ

す
)
そ

し
て
と
と
に
公
会
合
同
の
議
が
起
り
、
明
治
七
年
四
月
の
東
京
・
横
浜
の
公

会
の
会
議
に
お
い
て
、
「
リ
フ
オ
ル
ム
ド
及
び
コ

γ
グ
リ
グ
エ

l

シ
ヨ
ソ
の
ミ

ツ
シ
ヨ
ジ
へ
も
交
渉
し
て
伝
道
一
事
業
に
於
け
る
合
同
を
申
込
ま
す
と
と
を
決

議
し
た
。」
(

3

)

こ
れ
に
答
え
て
同
年
五
月
に
横
浜
に
於
い
て
開
か
れ
た
ア
メ

リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ル
ド
派
遣
宣
教
師
年
会
で
、
「
絶
対
合
同
に
賛
成
」ハ
4
v

の

決
議
が
な
さ
れ
た
。
而
る
に
と
こ
に
、
無
宗
派

・
全
国
一
教
会
主
義
の
理
想

の
夢
を
破
る
よ
う
な
障
害
が
生
じ
て
き
た
。
そ
れ
は
横
浜
に
お
け
る
第

一
回
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宣
教
師
大
会
の
決
議
に
参
加
し
た
新
教
主
派
に
属
し
な
い
宣
教
師
達
の
渡
来

布
教
ハ
5
)
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
三
派
の
宣
教
師
等
の
態
度
も
、
教
派
主
義

に
傾
く
兆
円
相
川
見
え
始
め
て
き
た
。
と
の
様
な
状
勢
を
み
て
、
「
比
上
は
せ
め

て
日
本
人
の
信
者
の
み
に
で
も
一
致
協
同
し
て
、
そ
の
主
義
を
貨
か
ん
と
の

志
望
を
発
し
て
、
公
会
で
は
当
時
ア
メ

D
カ
・
ア
マ
ス
ト
大
学
に
あ
っ
て
会
衆

派
(
組
合
教
会
)
に
属
し
、
神
学
を
学
び
つ
つ
あ
っ
た
新
島
哀
を
牧
師
と
し

て
招
轄
す
る
に
決
し
」
(
6
v

大
徳
望
新
島
先
生
坐
下
に
呈
す
と
冒
頭
し
た
長

交
の
招
樗
状
を
発
し
た
が
、
新
島
は
こ
の
招
轄
に
応
じ
な
か
っ
た
。
と
の

後
、
同
年
十
月
に
東
京
・
横
浜
・
神
戸
・
大
阪
の
四
公
会
の
代
表
及
び
関
係

ミ
ツ
シ
ヨ
ソ
の
宣
教
師
が
横
浜
に
集
り
、
「
各
教
会
と
も
に
『
日
本
基
審
公

ム
吾
な
る
名
の
下
に
合
同
す
ぺ
き
事
を
決
議
し
」
〔
7υ

て
、
事
態
は
一
時
好

転
し
た
か
の
如
く
見
え
た
が
、
プ
レ
ス
ピ
テ
D
ア
ジ
(
長
老
派
)
の
宣
教
師

団
の
人
達
が
二
派
に
分
裂
し
、
カ
ロ
ゾ
ル
ス
一
派
は
日
本
長
老
教
会
を
組
織

す
る
事
態
が
起
っ
た
。

こ
の
様
な
折
に
、
周
年
十
一
月
新
島
察
が
帰
朝
す
る

や
、
「
予
て
よ
り
全
国
一
教
会
主
義
と
外
国
宗
派
排
斥
と
を
標
携
し
て
い
た

有
志
の
徒
は
、
そ
の
主
張
に
対
し
て
、
強
大
な
援
兵
を
獲
ぺ
く
希
望
し
て
、

此
の
新
帰
朝
者
を
訪
問
し
た
。
然
る
に
輩
、
測
ら
ん
、
新
島
は
強
い
宗
派
論
者

で
あ
っ
た
。
彼
は
外
匿
の
優
勢
な
る
教
派
哲
夫
」
結
托
せ
ず
ん
ば
、
宮
市
を
な
す
が

困
難
で
あ
る
と
の
理
由
の
下
に
、
日
本
基
審
公
会
有
士
山
の
提
議
を
斥
け
た
」

ハF
U

と
え
て
八
年
三
月
、

神
戸
公
会
よ
り
喜
一
百
面
を
以
て
、
「
教
会
政
治
に
於

て
は
合
同
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
」
と
云
う
要
旨
の
こ
と
を
云
っ
て
き
た
。
驚

い
た
東
京
・
横
浜
側
は
早
速
代
表
と
し
て
パ
ラ
と
奥
野
昌
綱
の
二
人
を
派
遣

し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
阪
神
公
会
の
代
表
デ
グ
イ
ス
と
新
車
問
裂
は
「
我
等

の
教
会
は
横
浜
及
び
東
京
の
教
会
と
同
一
の
名
称
及
び
信
仰
箇
条
を
有
す
る

が
、
教
会
政
治
に
至
つ
て
は
異
っ
た
も
の
を
採
用
し
て
い
る
か
ら
、
一
向
者
の

聞
に
は
合
同
は
成
立
し
て
居
な
い
」
す
)
し
、
叉
支
持
合
同
は
出
来
な
い
と

述
ぺ
て
、
そ
の
立
場
を
宣
明
し
た
の
で
あ
る
。
阪
神
の
公
会
は
ア
メ

D
カ
γ

・
ボ
ー
ル
ド
の
支
持
す
る
会
衆
派
(
組
合
教
会
〉
の
援
助
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
、
個
々
の
教
会
の
独
立
を
強
く
主
張
し
て
教
会
政
治
に
於
け
る
合
聞
を
非

と
し
た
為
と
考
え
ら
れ
る
。
「
明
治
五
年
の
会
議
で
決
議
し
た
精
神
は
斯
の

如
き
異
っ
た
意
見
で
以
て
解
釈
せ
ら
れ
、
日
本
に
於
て
凡
て
の
プ
ロ
テ
ス
タ

ジ
ト
教
会
の
大
合
同
を
見
た
い
と
望
ん
で
居
た
当
初
の
外
国
宣
教
師
及
び
日

本
の
基
督
教
徒
の
希
望
は
遂
に
水
泡
に
帰
し
て
了
っ
た
の
で
あ
る
よ
白
υ

阪

神
両
公
会
の
意
見
変
更
は
、
新
島
の
意
向
に
よ
っ
た
と
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
最
初
の
合
同
問
題
の
瑳
峡
は
新
島
田
の
手
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
が
、
第
二
回
の
明
治
十
九
年
か
ら
始
ま
る
一
致
組
合
一
向
教
会

合
同
計
画
も
、
遂
に
彼
の
力
に
よ
っ
て
挫
折
し
た
と
と
を
省
れ
ば
、
彼
の
自
由

主
義
自
治
教
会
の
信
念
は
、
田
村
直
臣
氏
の
言
葉
の
如
く
、
余
程
根
強
く
叉

深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
一
式
え
よ
う
。
次
に
第
二
白
合
同
問
題
の
時
に
お
け
る

新
島
の
と
っ
た
行
動
に
つ
い
て
、
そ
の
書
簡
に
基
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

註
(

1

)

「
植
村
正
久
と
そ
の
時
代
第
三
各
所
牧
」
と
の
決
議
草
稿
は
小
川

義
綬
よ
り
植
村
芭
久
に
引
継
い
だ
も
の

(

2

)

一繭一
Z

目
新
報
大
正
十
一
年
一
月
十
二
日
一
三
八
五
号
「
新
島
と
教
会

の
合
同
」
よ
り

(
3
〉

粛
音
新
報
明
治
四
十
二
年
三
月
七
一
六
号
「
組
合
、
日
本
基
督
両

教
会
合
同
問
題
第
一
の
院
政
」
よ
り
、
「
植
村
全
集
第
五
各
所
牧
」

(
4
〉

日
本
組
合
基
督
教
会
史
「
合
同
問
題
の
経
緯
」
よ
り

(

5

)

夫、
玉
敬
、
露
西
亙
正
教

(
-
一
コ
ラ
イ
)
、

翠
公
会
戸
ウ
イ
ηJ
ア
ム

七
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ス
〉
、
メ
ソ
ヂ
ユ
ト
、
バ
プ
テ
ス
ト
等
の
渡
来
布
教

(

6

)

福
一
音
新
報
犬

E
十
一
年
一
月
十
一
日
一
三
八
四
号
「
教
会
合
同
」

「
柏
村
正
久
と
そ
の
時
代
第
三
巻
」
所
枚
、
と
の
書
翰
は
奥
野
昌
籾

が
書
い
た
も
の
で
、
懇
切
丁
寧
な
長
女
の
も
の
で
あ
る
。

(

7

)

註
(

3

)

と
同
じ

(
8
1
-
(
9
1
(
叩
〉
、
註

(
2
1
と
同
じ

明
治
十
九
年
頃
か
ら
議
論
が
盛
ん
と
な
っ
て
き
た
組
合
・
一
致
両
教
会
の

ム
ロ
同
問
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
年
五
月
の
第
二
回
組
合
大
会
総
会
と
一
致

教
会
第
四
回
定
期
大
会
に
お
い
て
正
式
に
取
上
げ
ら
れ
、
爾
来
ム
ロ
聞
の
ム
誌
が

正
式
に
破
談
に
な
る
二
十
三
年
四
月
迄
の
三
年
間
、
両
教
会
関
係
者
の
あ
ら

ゆ
る
努
力
に
も
拘
わ
ら
ず
遂
に
成
就
し
た
か
っ
た
が
い
と
の
原
因
と
し
て
、

組
合
教
会
側
の
、
新
島
の
一
手
つ
「
巨
魁
者
」

T
〉
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
こ
こ

に
述
べ
て
み
る
。
~
滑
走
名
弾
正
は
、
新
島
が
常
に
裏
面
で
合
同
反
対
を
策
動

し
て
い
て
、
表
一
聞
は

「
言
葉
の
上
で
は
合
同
賛
、
成
と
い
ふ
か
ら
そ
の
つ
も
り

で
い
た
が
、
い
よ
い
よ
と
な
る
と
そ
れ
は
精
神
的
の
一
致
合
同
だ
と
云
う
の

で
あ
っ
た
よ
と
そ
の
態
度
を
責
め
、
米
国
の
「
力
と
絶
縁
し
て
、
そ
の
力
を

背
景
と
せ
ず
し
て
仕
事
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
と
疑
念
手
も
ち
、
コ
ソ
グ
リ
ゲ

I
シ
ヨ
ジ
特
異
の
政
治
が
一
番
理
想
的
で
あ
る
の
に
、
い
ま
之
を
棄
て
て
長

老
政
治
に
移
る
と
い
ふ
こ
と
に
就
い
て
は
確
信
が
有
ち
憎
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
o
」
(
る
と
推
察
し
て
い
る
。
叉
小
崎
弘
道
は
明
白
に
、
「
教
会
合
同
問
題

l
組
合
で
合
同
に
反
対
し
た
の
は
、
新
島
と
デ
ピ
ス
と
で
あ
っ
た
。
新
島
は

一
刀
事
デ
モ
グ
ラ
テ
イ
ヅ
グ
に
や
る
ニ
ュ
l

イ
ソ
グ
ラ
シ
ド
の
理
想
を
そ
の
ま

七

ま
有
っ
て
ゐ
た
が
、
合
同
す
る
と
そ
れ
が
駄
目
に
な
る
と
考
え
た
ら
し
い
。
」

(

3

)

と
述
べ
て
い
る
。
と
の
新
島
と
同
じ
反
対
の
立
場
に
立
っ
て
譲
ら
な
か

っ
た
宣
教
師
デ
ピ
ス
は
、
当
時
の
新
島
に
つ
い
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る

0

7
)
「
明
治
二
十
年
の
春
、
一
致
・
組
合
両
派
合
同
の
議
織
な
り
、
先
生
は
身

体
す
ぐ
れ
ざ
り
し
が
故
に
当
初
よ
り
多
く
之
に
関
与
せ
ざ
り
し
が
此
時
其
草

案
を
落
手
す
る
や
大
に
心
を
悩
ま
さ
る
、
一
日
談
偶
々
此
事
に
及
び
し
と
き

の
如
き
は
其
激
昂
の
状
未
だ
曽
て
見
ざ
り
し
所
に
し
て
心
痛
の
甚
し
き
近
年

稀
に
見
る
所
の
も
の
な
り
さ
。
」
そ
し
て
新
島
は
自
己
の
主
義
で
あ
る
自
由

主
義
を
侵
さ
れ
る
と
と
を
悦
ば
ず
、
「
夫
の
同
志
社
出
身
の
老
練
な
る
諸
牧

師
が
先
生
と
意
見
を
異
に
し
両
派
ム
口

F

併
の
運
動
に
着
手
す
る
や
、
先
生
其
草

案
の
自
由
主
義
を
犠
牲
に
す
る
多
き
を
昆
て
心
大
に
之
を
悦
ば
ず
、
遂
に
反

対
の
説
を
主
張
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
と
と
を
公
言
せ
り
」
そ
し
て
新
島
は
、

い
か
な
る
犠
牲
を
払
っ
て
も
、
た
だ
こ
の
自
由
主
義
を
保
持
せ
ん
と
し
て
、

コ
歩
も
此
主
義
を
狂
ぐ
る
能
は
ざ
る
こ
と
を
決
心
し
、
」
「
固
く
執
て
動
か

ず
」
こ
の
事
の
為
に
、
そ
の
「
脳
撲
を
潤
ら
す
こ
と
実
に
鮮
少
な
ら
ざ
り
し

な
り
o
」
と
い
う
。
か
く
ま
で
心
根
を
打
込
ん
で
合
同
に
反
対
し
、
教
会
の
自

由
自
治
主
義
の
為
に
動
か
な
か
っ
た
新
島
、
そ
れ
で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
こ

の
計
画
が
頬
挫
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
致
教
会
側
の
反
対
論
者
の
田
村
直
臣

は
そ
の
破
綻
原
因
と
し
て
、
「
組
合
教
会
も
一
致
教
会
も
、
新
島
先
生
を
無

視
し
た
の
が
、
其
の
理
由
の
重
な
る
一
つ
で
あ
る
己
主
一
A

い
、
組
合
教
会
に

生
れ
、
同
系
統
の
学
校
で
数
育
さ
れ
、
そ
し
て
按
手
礼
を
受
け
て
教
・
師
に
な

っ
た
新
島
は
、
代
議
政
治
と
ム
口
衆
政
治
の
不
一
致
を
よ
く
知
り
、
反
対
の
立

場
を
終
始
変
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
「
熊
本
パ
シ
ド
は
多
数
に
依
っ
て
、
新

島
先
生
を
捌
に
上
げ
ん
と
し
た
の
が
、
此
の
失
敗
を
招
い
た
大
い
な
る
理
由
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で
あ
る
。
」
(

5

U

T

と
説
い
て
い
る
。
と
と
で
、
そ
の
新
島
の
「
自
由
自
治
主
義
」

と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
の
合
同
問
題
に
お
い
て
、
伎
が
書
い

て
諸
方
に
送
っ
た
書
翰
に
よ
っ
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

註
(
1
〉
と
の
言
葉
は
「
新
島
裏
書
簡
集
」
克
三
六
、
宮
川
目
前
輝
・

海
老
名

賢
一
五
・
小
崎
弘
道
・
伊
勢
時
雄
・
金
森
遁
伶
・
湯
浅
治
郎
宛
の
書
館

中
に
あ
る
o

(
2
〉
「
植
村
正
久
と
そ
の
時
代
第
三
巻
」
所
牧
「
敬
会
合
同
」
よ
り

(
3
〉

註

(
2
)

K
同
じ

(

4

)

J

ア
ピ
ス
著
「
新
島
察
先
生
伝
」
よ
り
二
八
七

2
二
八
八
一
民

(

5

)

回
村
直
臣
官
者
「
信
仰
主
十
年
史
」
よ
り
一
九
八

2
一
九
九
頁

新
島
は
こ
の
合
同
筒
題
の
時
に
は
、
措
陪康
状
態
も
悪
か
っ
た
せ
い
で
あ
ろ

う
。
あ
く
ま
で
表
一
回
に
立
た
ず
、
裏
一
回
で
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ム
口

問
の
談
が
盛
ん
で
あ
っ
た
明
治
二
十
一
年
に
は
、
日
一
同
方
に
彼
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
彼
は
一
応
表
面
的
に
は
H

と
う
で
あ
っ
て
も
、
裏
面
で
は
合
同

に
全
く
反
対
で
あ
っ
た
か
ら
、
二
十
一
年
十
一
月
の
総
会
に
お
い
て
来
月
五

月
迄
合
同
が
一
先
ず
延
期
と
な
っ
た
時
に
は
、
頗
る
欣
喜
雀
躍
し
た
ら
し
く
、

大
久
保
真
次
郎
氏
宛
の
書
館
ハ1
)
は
、
そ
の
事
を
物
語
っ
て
余
り
あ
る
。

日
く
、「

喪
義
生
ノ
目
的

1

自
由
教
育
自
治
教
-会
両
者
併
行
国
家
万
歳
」

と
い
っ
て
い
る。

伎
の
思
想
の
根
本
は
こ
の
一
句
で
以
て
表
現
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。
明
治
甘
年
十
一
月
六
日
の
徳
富
猪
一

郎
氏
宛
の
書
簡
中
(

2

U

に
も
、
逐
白
と
し
て
「
君
一
一
八
政
治
上
ノ
平
民
主
義

ヲ
攻
ル
モ
ノ
ニ

γ
テ
僕
ハ
宗
教
上
ノ
平
民
主
義
ヲ
取
ル
モ
ノ
ナ
レ
パ
ヅ
マ
リ

平
民
主
義
ノ
旅
連
レ
ナ
リ
僕
ハ
益
々
応
援
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
感
居
候
寡
人
政
府

主
義
ノ
教
会
政
治
ハ
僕
ノ
痛
グ
反
対
ス
凡
所
ナ
D
」
と
長
老
政
治
に
対
し
て

強
く
反
対
し
、
更
に
極
言
し
て
、
「
叫
明
党
ヨ

D

一
致
論
ヲ
吐
キ
出
シ
タ
ル
モ

ノ
ハ
非
常
ノ
馬
鹿
モ
ノ
ト
一
玄
テ
苦
シ
カ
弓
ス
真
-
一
自
由
ノ
貴
キ
ヲ
知
ラ
ザ
ル

モ
ノ
ナ
リ
」
と
い
う
程
、
自
己
の
主
義
で
あ
る
会
衆
政
治
に
対
し
徹
底
的
に

忠
実
で
あ
っ
た
。
然
し
な
が
ら
彼
は
た
だ
無
暗
に
合
同
に
反
対
し
た
の
で
は

な
い
。
自
己
の
主
義
を
傷
つ
け
な
い
範
岡
内
に
お
い
て
一
致
点
を
見
出
し
得

る
な
ら
そ
れ
で
よ
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
島
正
健
宛
の
書
簡

ハ3
)

に
、
「
小
生
ハ
我
カ
自
由
主
義
ヲ
マ
ゲ
テ
モ
一
致
ス
ル
程
ノ
利
益
ハ
ド

ウ
シ
テ
モ
発
見
セ
サ
ル
ナ
リ
我
カ
自
由
主
義
ヲ
曲
ケ
ス
シ
テ
合
併
シ
得
ル
ノ

策
ア
ラ
ハ
決
手
テ
不
同
意
ハ
申
ス
マ
シ
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
彼
が
一
歩
も

譲
れ
な
い
と
し
た
点
は
、
各
教
会
の
自
治
自
由
の
問
題
で
怠
っ
た
。
そ
れ
故

こ
れ
が
侵
さ
れ
な
い
な
ら
、
彼
は
令
同
を
承
認
し
た
の
で
は
な
い
か
と
一
応

は
解
釈
し
得
る
。
と
に
か
く
彼
は
教
会
の
自
決
権
を
擁
護
す
る
為
に
、
あ
く

ま
で
も
闘
う
決
心
を
し
て
い
た
。
「
今
回
ノ
窓
法
中
枝
葉
ハ
兎
モ
ア
レ
我
カ

自
治
主
義
ノ
大
体
ヲ
固
守
シ
主
権
ノ
教
会
-
一
存
ス

ル
事
ヲ
明
々
白
々
ニ
憲
法

中
ニ
一
大
量
日
ス
ル
ヲ
以
テ
憲
法
審
議
ノ
大
眼
目
ト
ナ
シ
度
候
」
と
同
志
社
学

生
中
の
有
力
者
広
津
友
信
、
花
畑
健
起
宛
ハ
4
)
に
憲
法
草
案
中
の
間
題
点
を

指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
自
治
、
主
義
を
固
守
す
る
た
め
、
彼
は
出
来
る
限

り
の
手
段
を
と
っ
た
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
二
十
年
十
一
月
廿
ご
日

附
の
徳
富
猪
一
郎
宛
の
書
簡
ハ
5
)
は
、
そ
の
決
意
の
一
端
を
物
語
っ
て
い
る
。

(
破
J

日
く
、
「
而
シ
テ
満
足
セ
ザ
レ
パ
敗
壊
一
一
至
ラ
シ
ム
ベ
シ
」
と
。
新
島
の
反

七
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対
運
動
は
、
第
一
に
東
京
第
一
教
会
ハ
霊
南
坂
教
会
〉
青
年
会
の
中
心
人
物

で
あ
っ
た
民
友
社
関
係
の
人
々
、
即
ち
竹
越
与
三
郎
(
後
の
貴
族
院
議
員
)

人
見
一
太
郎
、
那
須
義
資
等
を
動
か
し
た
こ
と
で
あ
る
。
官
}
と
れ
は
そ
の

近
辺
に
徳
富
猪
一
郎
が
住
ん
で
い
た
こ
と
で
も
、
そ
の
聞
の
事
情
が
了
解
し

得
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
役
は
と
の
為
に
、
京
都
か
ら
せ
っ
せ
と
手
紙
を
東

京
に
書
き
送
っ
て
い
た
が
、
と
の
竹
越
及
び
小
崎
宛
の
書
簡
ハ
7
u
中
に
も
、

合
同
に
つ
い
て
の
意
見
開
陳
の
後
で
、
「
御
不
用
ニ
相
成
侯
ハ
、
小
生
方
迄

御
戻
シ
被
下
度
侯
未
タ
金
森
(
通
倫
)
-
一
モ
不
一
不
侯
間
至
急
」
な
ど
と
述
べ

て
い
る
こ
と
か
ら
完
て
も
、
諸
方
に
反
対
運
動
し
て
い
た
と
と
が
理
解
し
得

る
。
叉
同
書
簡
で
、
日
頃
の
穆
債
を
「
民
ハ
知
ラ
シ
ム
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
手
段

ハ
不
同
意
仕
侯
」
と
洩
し
て
い
る
。
役
は
全
く
徳
富
を
信
頼
し
、
凡
て
自
己

の
考
え
て
い
る
事
を
彼
に
打
明
け
て
い
る
様
子
ら
し
い
し
、
ハ
8
d

叉
徳
富
自

身
も
新
島
を
厚
く
尊
敬
師
事
し
て
い
た
と
見
え
る
。
ハ
9
〉
徳
富
宛
、
廿
二
年

五
月
十
二
日
附
の
書
簡

auに
お
い
て
、
同
志
社
教
会
の
憲
法
案
審
議
の
模

様
を
記
し
て
後
、
「
此
事
ハ
内
々
人
見
君
丈
一
一
御
通
γ
先
ツ
他
-
一
内
々
ニ
ナ

ハ
被
)
の
設
か

シ
オ
キ
可
侯
下
侯
然
シ
人
見
君
ヨ
リ
他
一
一
御
他
言
ア
ル
ハ
小
生
ヨ

H
之
ヲ
禁

止
ス
ル
ノ
意
ナ
グ
侯
小
生
ヨ
リ
此
ノ
通
知
ア
ル
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ハ
甚
不
得
策

ナ
D
ト
存
侯
貴
君
-
一
モ
淘
了
察
ノ
事
ト
存
居
侯
」
と
語
ら
れ
て
い
る
点
を
見

て
も
、
内
々
の
連
絡
の
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
然
も
新
島
自
身
は
自

ら
出
京
の
際
に
も
、
屡
々
粟
津
高
明
未
亡
人
宅
で
東
京
第
一
教
会
の
青
年
達

と
懇
談
し
て
い
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ハ
ロ
)

註ハ
1
)

新
島
義
書
簡
集
よ
り
、
一
一
一
八
、
大
久
保
民
次
郎
宛
、
明
治
サ
一

年
口
月
口
R

七
四

「
(
前
文
分
離
し
て
無
し
〉

実
議
ノ
如
ク
合
併
戸
、
無
期
中
止
ト
相
成
可
申
ト
存
上
候
〔
と
〕
蜂
上

毛
・
武
州
ハ
充
分
自
由
自
治
ノ
金
妓
鉄
壁
ヲ
築
キ
倫
将
来
二
備
へ
オ

ク
事
マ
ツ
甚
必
要
ナ
ル
ベ
シ
ト
存
候

豪
華
生
ノ
目
的

自
由
教
育
自
治
教
会
両
者
併
行
国
家
万
歳

血
決
共
勺
之
貴
兄
宜
シ
グ
生
ノ
哀
惜
ヲ
洞
察
ア
レ

皇
国
ヲ
思
フ
丹
キ
心
ヲ
朝
間
山
ニ
ヨ
セ
テ

朝
な
夕
な
峰
に
畑
の
た
え
ぎ
れ
ば
山
の
心
根
如
何
あ
る
ら
ん
」

(

2

)

新
島
裏
書
簡
集
よ
り
、
二
七

O
、
徳
富
猪
一
郎
宛
明
治
廿
年
十

一
月
六
日

引
用
文
は
「
逐
白
」
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
参
考
と
な
る
所

は
左
の
所
で
あ
ろ
う
。

「
:
:
一
致
反
対
論
ハ
充
分
湯
浅
君
ニ
御
吹
キ
込
被
下
度
候
小
崎
ハ

小
生
ト
同
感
伊
勢
ρ

一
致
シ
テ
大
運
動
ヲ
為
ス
ノ
設
近
眼
ノ
甚
シ
キ

モ
ノ
鳴
呼
近
浅
ノ
思
考
是
亦
一
ノ
流
行
病
雷
同
病
ナ

H
-

・
金
森
・

宮
川
等
モ
比
病
ニ
伝
染
セ

D
」

(

3

)

新
島
裏
書
簡
集
よ
り
、
一
一
一
一
七
、
大
島
正
健
宛

(
4
〉
新
島
車
問
書
簡
集
よ
り
、
四
九
=
一
、
広
津
文
信
、
花
畑
健
起
宛

(
5
〉
新
島
裏
書
簡
集
よ

P
、
二
七
一
、
抽
官
官
司
猪
一
郎
宛

「・

:e-
小
生
一
致
論
ハ
袋
不
関
意
我
カ
自
由
ア
存
ス
ル
ユ
非
サ
レ
ハ

(
円
九
件
)

率
ロ
分
烈
ス
ル
ニ
如
カ
ス
差
少
之
憶
実
之
為
我
カ
子
孫
千
百
年
之
自

由
ヲ
完
却
ス
ベ
カ
ラ
ズ
近
頃
出
来
倹
草
案
内
金
ク
プ
レ
シ
パ
テ
リ
ヤ

ン
汲
之
組
織
ヲ
シ
テ
我
カ
会
ノ
自
由
主
義
ハ
袋
跡
ヲ
カ
グ
シ
テ
見
へ
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サ
ル
カ
如
シ
小
企
一
一
ハ
必
ス
反
対
論
ヲ
呈
出
1

へ
シ
然
シ
先
ツ
オ
F

叶
吋
域
一
ー
セ
哨
収
い
け
叉
延
期
ヲ
催
ス
ヘ
シ
一
即
日
一
戸
和
島
か
わ
い
(

敗
痩
ニ
歪
ラ

γ
ム
イ

γ
・:・」

(
6
〉

湯
浅
与
三
著
「
伸
び
行
く
教
会
」
よ
り
一
一

0
2
一
一
一
頁
、
と

の
書
物
は
「
霊
南
坂
教
会
六
十
年
史
」
と

し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、

著
者
は
湯
浅
治
郎
氏
の
令
息
で
あ
る
。

(
7
〉

新

島
裏
書
簡
集
よ
り
、
一
一
一
一
七
、
小
崎
弘
道
、
竹
越
与
三
郎
宛

(
8
〉
新
島
葉
書
簡
集
よ
J

け
い
一
一
一
一
一
八
、
一
一
一

一一一
O
、
徳
富
猪
一
郎
宛

三
二
八
、
「
小
生
近
頃
黙
止
ス
ト
申
居
候
間
以
上
ノ
一
言
ρ

誰
レ
モ
他
ノ

人
ユ
一
耳
目
ル
ニ
ア
ラ
ス
小
生
ノ
最
信
用
致
侠
徳
富
猪

一
郎
君
迄
噴
火

山
之
勃
々
ト
其
焔
ア
吐
出
ス
ル
ガ
如
タ
吐
露
見
ル
耳
鳴
呼」

三=一

O
、
「
小
生
ヲ
知
ル
者
ハ
天
下
只
猪
一
郎
君
ア
ル
耳
小
生
モ
一
方

ニ
ハ
心
細
ク
存
候
得
失
君
一
人
ア
ル
ヲ
以
テ
亦
心
犬
ク
罷
在
候
」

(

9

)

蘇
峰
自
伝
よ
り
「
上
京
及
び
同
志
社
港
学
時
代
」
八
六
頁
及

び

一

二
二
頁

(
叩
)
新
島
裏
書
簡
集
よ
り
、
三
二
七
、
徳
富
猪

一
郎
宛
、

明
治
廿
二
年

五
月
十
二
日

(
日
〉
註
ハ
6
〉
及
び
「
植
村
冨
久
と
そ
の
時
代
第
三
巻
」
所
牧
「
教
会

合
同
に
関
す
る

一
掃
話
」
よ
り

役
の
意
見
が
私
信
で
は
あ
る
が
、
な
か
ば
公
式
に
表
明
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
の
は
、
た
だ
の
二
回
に
過
ぎ
な
い
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
は
一
致
教
会

の
井
深
梶
之
助
に
宛
た
書
簡
と、

他
は
組
合
教
ム
コ
の
有
力
者
で
あ
り
、
合
同

推
進
者
で
あ
る
所
の
宮
川
経
輝
、
海
老
名
弾
正
、
小
崎
弘
道
、
伊
勢
時
雄
、

金
森
通
倫
、
湯
浅
治
郎
宛
の
書
簡
の
二
通
の
み
で
あ
る
。
一
前
の
書
簡
は
井
深

の
新
島
の
行
っ
て
い
る
反
対
運
動
に
対
す
る
質
問
に
答
え
て
書
か
れ
た
・
も
の

で
、
あ
く
ま
で
も
自
己
の
所
信
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る

o
T
)
「
小
生

ハ
元
来
教
会
ノ
政
治
上
-
一
関
シ
テ
ハ
会
衆
共
和
主
義
を
回
取
欣
奉
ー
ス
ル
モ
ノ

有
之
候
」
と
自
己
の
よ
っ
て
立
つ
所
在
明
確
に
し
、
踊
っ
て
今
次
の
「
憲
法

草
按
ガ
採
用
実
施
セ
ラ
ル
凡
ノ
日
ニ
ハ
会
衆
共
和
主
義
ハ
漸
々
其
跡
ヲ
隠
シ

寡
人
政
治
ノ
早
晩
我
ガ
会
中
ニ
侵
入
シ
来
凡
ハ
到
底
一
免
カ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ

事
実
ト
存
ジ
心
中
大
-
一
安
カ
ラ
ザ
ル
所
ア
nJ
」
と
ア
メ

D
カ
の
例
を
知
る
故

に
、
ハ
2
v

そ
の
杷
衰
を
包
ま
ず
述
べ
て
い
る
。
彼
は
と
の
点
が
常
に
心
に
か

か
っ
て
い
た
よ
ふ
で
、
他
の
書
簡
に
て
も
、
「
飽
マ
デ
モ
各
教
会
ガ
グ
イ
ジ

デ
イ
ベ
シ
デ

γ
ト
・
セ
ル
フ
コ
シ
プ
リ
一
l

ト
ニ
ス
。
ヲ
失
ハ
サ
ル
様
-
一
致
シ

度
積
ナ
D
万
一
此
併
合
一
一
ヨ
リ
漸
々
自
治
ノ
精
神
ヲ
失
フ
ノ
傾
向
ア
ヰ
ト
見

ナ
セ
ハ
小
生
ハ
甚
不
賛
成
一
一
シ
テ
・
・
」
戸
3
u

と
か
、
「
訟
を
少
ノ
情
実
之
為

我
カ
子
孫
千
百
年
之
自
由
ヲ
売
却
ス
ベ
カ
ラ
ズ
近
頃
出
来
侯
草
案
ハ
全
グ
プ

レ
シ
パ
テ

D
ヤ
ジ
派
之
組
織
ヲ
シ
テ
我
カ
会
ノ
自
由
主
義
ハ
益
跡
ヲ
カ
グ
シ

テ
見
ヘ
サ
ル
カ
が
シ
」
F

4

)

と
警
か
れ
て
い
る
の
で
も
解
る
で
あ
ろ
う
。
彼

は
ム
口
同
は
真
に
下
か
ら
の
意
識
の
盛
上
り
が
必
要
で
あ
り
、
教
会
員
自
身
の

認
識
と
自
覚
の
上
に
た
っ
て
始
め
て
成
功
し
得
る
の
で
あ
る
と
、
後
の
六
氏

宛
の
書
簡
で
懇
々
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
双
方
ノ
教
会
員
が
充
分

納
得
満
足
ノ
上
聯
合
ヲ
結
了
セ
ラ
ル
凡
ナ
ラ
パ
小
生
ハ
決
シ
テ
之
ヲ
妨
グ
ザ

ル
ベ
シ
」
と
井
深
氏
に
対
し
て
も
そ
の
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

如
何
に
自
分
が
会
衆
政
治
を
固
執
す
る
か
ら
と
云
っ
て
、「独
D
我
カ
欣
奉
ス

凡
共
和
主
義
ナ
ル
会
衆
教
会
耳
ヲ
指
テ
真
正
ノ
教
会
ト
ハ
見
倣
サ
ス
」
と
他

教
派
の
立
場
を
認
め
、
「
各
長
所
ノ
存
ス
ル
所
ア
レ
ハ
小
生
ハ
皆
地
上
有
益

七
五
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ナ
ル
教
会
ト
確
認
シ
」
そ
れ
を
各
々
そ
の
ま
支
生
か
し
、
一

B

ス
ピ
D
チ
ユ
ア

ル
ユ
ニ
オ
ソ
ノ
行
ハ
レ
ソ
事
ヲ
希
図
ス
ル
」
主
云
う
の
が
、
役
の
当
時
の
心

境
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
(

5

d

更
に
転
じ
て
「
今
ノ
憲
法
/
優
ナ
ラ
パ
随

時
満
足
シ
能
ハ
ザ
ル
所
ア
リ
て
:
・
是
レ
ハ
平
素
吾
人
ノ
欣
奉
シ
オ
ル
会
衆
共

和
主
義
ト
ハ
大
一
一
削
酬
額
七
ザ
ル
ナ
キ
能
ハ
ス
」
と
反
対
を
明
確
に
表
明
し
て

い
る
。
六
氏
宛
の
書
簡
ハ
6
u
の
内
容
は
、
井
深
氏
と
は
違
っ
て
同
じ
教
派
で
、

自
分
の
弟
子
達
で
あ
る
故
、
遠
慮
な
く
表
面
か
ら
そ
の
態
度
を
叩
い
て
い
る
。

と
の
書
簡
は
二
十
一
年
十
一
月
廿
三
日
の
組
合
教
会
総
会
の
日
の
朝
に
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
点
か
ら
云
っ
て
も
意
味
深
い
も
の
で
あ
り
、
索
制
す
る
意

が
充
分
あ
っ
た
も
の
と
推
了
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
先
ず
委
員
の
如
き

も
の
は
誰
に
依
頼
さ
れ
て
な
っ
た
の
か
、
一
個
人
の
有
志
家
が
尽
力
し
て
い

る
の
か
と
突
き
、
次
に
「
新
会
員
之
未
タ
充
分
一
一
準
備
ノ
整
ハ
ス
院
而
充
分

意
見
も
出
来
サ
ル
内
一
一
只
兄
等
ノ
付
ケ
知
恵
-
一
一
ア
只
併
合
〈
宜
シ
イ
宜
シ
グ

併
合
ス
ヘ
ジ
御
勧
メ
ニ
テ
云
々
」
と
そ
の
「
軽
率
ノ
挙
一
動
」
を
「
御
忠
告
否

明
言
仕
置
可
申
侯
」
と
き
っ
ぱ
り
と
断
言
し
、
教
会
内
郡
が
品
川
足
に
準
備
が

出
来
ず
、
憲
法
審
議
な
ど
充
分
で
な
い
中
に
合
併
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
こ

と
で
あ
る
と
責
め
、
と
う
い
う
状
態
で
の
合
併
は
全
く
近
視
眼
的
な
も
の
で

あ
り
、
「
兼
而
ヨ
リ
組
合
会
中
ノ
巨
魁
先
達
者
ト
仰
カ
ル
ル
兄
等
-
一
シ
テ
右

様
ナ
ル
近
眼
者
一
一
ハ
ア
ラ
ジ
ト
小
生
ハ
兼
テ
ヨ
リ

E
P
深
グ
思
ヒ
込
ミ
」
?
と

述
べ
、
そ
の
期
待
が
裏
切
ら
れ
た
淋
し
さ
を
口
吻
に
洩
し
て
い
る
。
長
年
自

分
が
教
導
し
て
き
た
教
え
子
が
、
自
分
と
異
っ
た
方
向
へ
向
っ
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
の
を
見
た
新
島
の
気
持
は
ど
ん
な
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
「
兄

佐一

γ
民
ハ
之
ヲ
知
ラ
シ
ム
ベ
カ
ラ
ス
ト
家
人
政
治
主
，
義
ヲ
取
ラ
ル
ル
ホ
氏
族
的

ノ
人
種
ト
ハ
小
生
ハ
見
ナ
γ
不
申
侯
」

ξ
皮
肉
を
と
ば
し
、
「
万
一
兄
等
ニ
シ

七
六

テ
教
会
ノ

JHa
g
ヲ
聞
カ
サ
ル
日
ニ

ハ
我
カ
教
会
ノ
如
グ
平
素
自
治
自
由
ノ

空
気
ヲ
呼
吸
シ
オ
ル
モ
ノ

ハ
イ
ツ
何
時

一一
自
由
ノ
旗
ヲ
翻
〔
シ
〕
テ
兄
等

一一

反
対
シ
独
立
ノ
教
会
ヲ
起
ス
モ
難
計
候
・
:
小
生
ハ
兎
ワ
一
〕
角
我
カ
執
ル

可
所
ノ
主
義
如
何
一
一
付
去
就
ヲ
決
ス
ヘ
キ
心
得
ニ
罷
在
候
」

と
自
己
の
所
信

を
一
歩
も
譲
ら
ぬ
こ
と
を
示
し
、
確
固
と
し
て
そ
れ
を
通
告
し
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
時
の
総
会
は
、
彼
が
「
今
日
教
会
ノ
有
様
ヲ
見
ル
ニ
延
期
ハ
至
極

ノ
事
ナ
リ
ト
存
ス
」
と
望
ん
だ
如
く
、
ム
ロ
聞
を
一
応
延
期
す
る
と
と
に
な

っ

た
の
で
あ
る
。
超
え
て
明
治
二
十
二
年
五
月
、
総
会
前
の
十
二
日
に
徳
富
に

あ
て
た
書
簡
(
7

4

に
よ
る
を
、
向
士
山
社
教
会
は
、
新
島
の
多
介
の
影
響
の
下

に
、
左
の
四
ケ
条
の
修
正
決
議
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

「
第
一
古
キ
グ
リ
ー
ド
(
信
条
ゾ
ヲ
削
除
ス
ベ
シ

-

E

第
二
各
教
会
ニ
自
治
ノ
主
権
ヲ
有
ス
ル
事
ヲ
明
言
ス
ル
事

第
三
部
会
一
一
ハ
勧
告
丈
為
ス
事
ヲ
許
ス
、
決
行
権
ヲ
与

ヘ
ザ
ル
事

第
四
ア
ッ
ピ
ー
ル
ヲ
削
除
ス
ベ
シ
」

、、τ
ι
J

そ
し
て
「
此
四
点
ハ
一
点
モ
居
ゲ
ズ
ト
断
言
被
約
候
」
と
一
歩
も
あ
と

へ
引

か
ぬ
勢
い
を
示
し
た
。
一
致
教
会
の
反
対
派
田
村
氏
は
、
と
の
時
の
こ
と
を

「
京
都
の
金
森
君
の
牧
す
る
同
志
社
教
会
が
反
対
の
声
を
掲
げ
、
続
い
て
岡

(
磯
雄
J

山
の
安
部
君
が
反
対
に
組
し
た
と
の
報
に
接
し
た
時
、
私
は
悦
の
声
を
発
し

た
。
」
(
ろ
と
述
ペ
て
い
る
。
組
合
教
会
の
御
膝
元
の
同
志
社
教
会
と
、
一

致

教
会
の
高
知
教
会
と
並
び
称
さ
れ
る
有
力
教
会
た
る
岡
山
教
会
が
反
対
に
廻

っ
た
と
云
う
事
で
、
も
う
先
は
見
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら

小
崎
弘
道
は
、

と
れ
ら
の
新
島
や
同
志
社
の
反
対
論
は
根
拠
が
薄
弱
で
あ
り、

彼
等
の
説
は
、
自
分
達
の
努
力
で
充
分
に
「
日
本
聯
ム
口
基
替
教
会
憲
法
」
に
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取
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
答
え
て
い
る
o
n
9
v

即
ち
「
当
時
合
同
輸
の
賛
成
者

と
総
も
、
皆
自
治
教
会
即
ち
会
衆
主
義
に
は
賛
成
に
て
、
之
が
為
広
く
務
教

会
と
協
同
一
致
し
、
主
の
王
匡
を
我
箇
に
時
間
一蹴
す
る
事
は
更
に
更
に
重
要
な

る
事
な
る
を
守
認
め
た
人
々
で
あ
る
こ
と
先
ず
自
分
逮
の
目
的
、
と
す
る
所
を
述

ぺ
、
と
の
目
的
に
副
う
為
に
月
須
く
大
の
虫
を
生
か
し
小
の
虫
を
殺
す
の
で

あ
る
と
云
っ
て
後
、
「
而
も
最
後
の
笑
た
る
『
日
本
勝
ム
口
基
符
教
会
m
M
法』

は
、
充
分
飽
点
の
教
会
の
自
治
を
認
め
た
の
で
あ
れ
ば
、
之
内
か
品
待
合
同
に
反

対
す
る
が
如
き
は
全
然
不
合
理
の
事
と
考
へ
L

ね
ば
な
ら
ぬ
。
尚
妓
初
の
ム
ロ
同

管
法
案
に
、
担
ム
ロ
派
内
か
不
同
意
を
喝
へ
た
点
は
『
信
勾
個
条
』

と
『
部
会
大

会
に
於
て
懲
罰
を
為
す
の
件
』
で
あ
る
が
、
最
後
の
怒
法
草
案
に
は
之
を

『
玖
規
』
と
改
め
、
叉
『
信
釘
筒
条
』
も
比
較
的
支
大
・
な
る
も
の
に
改
め
ら

れ
た
故
、
之
に
対
し
て
尚
不
同
意
を
主
張
す
る
理
由
は
少
い
訳
で
あ
る
。
」
と

新
島
の
一
言
動
に
対
し
て
批
判
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
新
島
の
言
う
教
会
員
全

体
の
意
志
で
な
い
か
ら
反
対
す
る
と
云
う
こ
と
は
、
と
の
場
合
に
は
大
し
た

反
対
理
由
と
は
な
り
得
な
い
と
云
う
の
で
あ
る
。
で
は
外
に
何
か
理
由
が
あ

る
の
か
、
前
に
戻
っ
て
、
六
民
宛
の
書
飽
を
み
る
と
、
迫
害
に
「
尚
々
数
日

前
米
国
ノ
ア
メ
日
カ
ソ

・
ボ
ー
ル
ド
電
報
ヲ
以
テ
併
合
ノ
決
数
ハ
先
見
合
ス

ベ
シ
ト
串
宗
侯
白
・
・
・
叉
コ
ソ
グ
リ
ゲ
l

シ
ヨ
ナ
ル
教
会
モ
非
常

ニエ

キ
サ

イ
ト
致
シ
一
后
日
本
組
合
教
会
カ
併
合
ス
ル
ナ
ラ
ハ
日
本
ノ
伝
道
ヲ
引
揚
ケ
テ

支
那
藍
弗
利
加
/
内
地
ニ
迄
武
一
層
ノ
手
ヲ
広
グ
〔
ス
〕
ヘ
シ
ト
迄
被
申
侯

ヨ
シ
カ
グ
教
会
カ
不
同
意
ヲ
唱
フ
ル
ト
キ
ハ
・
引
い
川
・
い
ハ
必
ラ
ス
年
点
ノ
容

的
ヲ
止
メ
ラ
ル
ペ
シ
」

と
書
い
て
い
る
の
が
眼
に
と
ま
る
。
役
は
米
国
の
伝

道
会
社
と
手
を
切
る
の
に
反
対
だ
っ
た
。
令
同
は
そ
の
恐
れ
が
多
分
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
二
回
に
渡
っ
て
洋
行
し
た
彼
の
眼
に
狭
じ
た
米
国
は
か
な
り

大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
し
、
そ
れ
故
「
そ
の
力
と
絶
縁
し
て
、

そ
の
力
を
脊
長
と
せ
ず
し
て
仕
法
~が
出
来
る
か
ど
う
か
に
就
い
て
も
疑
念
が

あ
っ
た
で
あ
ろ
う

4
5
d
(海
老
名
弾
正
談
〉
そ
し
て
更
に
「
教
会
合
同
問

題
に
つ
い
て
は
、
反
対
説
は
ミ
ツ
シ
ヨ
ソ
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
、
や
っ
て

は
行
け
な
い
で
あ
ろ
う
と
云
う
の
が
心
配
の
中
心
で
」
日
)
(山
本
努
健
談
〉

あ
っ
て
、
そ
れ
が
新
助
で
あ
っ
た
と
と
は
前
記
の
書
簡
及
び
第
一
回
合
同
問

題
の
時
の
彼
の
態
度
か
ら
推
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
彼
は
茶
の

事
業
の
成
敗
よ
り
打
算
し
て
、
日
本
基
誉
教
界
の
無
教
派
主
義
を
否
定
し
、

何
所
ま
で
も
外
国
の
宗
派
に
拠
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
と
主
張
し
た
。
」
F
n
u

ハ植

村
正
久
訣
)
と
う
い
う
彼
の
態
度
か
ら
推
し
て
、
「
組
合
教
会
内
ア
メ

H
カ

γ
・ボ
ー
ル
ド
・
ミ
ツ
シ
ヨ

γ
の
あ
る
方
面
か
ら
強
烈
な
る
反
対
が
突
発
し

た。」

avハ
井
深
揖
之
助
談
)
時
に
、
彼
は
前
よ
り
一
一
層
反
対
の
態
度
を
箇

め
た
と
と
は
推
量
に
難
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

註
(

l

)

「
植
村
芭
久
と
そ
の
時
代
第
三
谷
」
所
枚
、
明
治
二
十
一
年
十
一

月
十
二
日
附
、
井
深
梶
之
幼
宛

(
2
〉
同
村
直
鹿
児
市
「
信
仰
五
十
年
史
」
ニ

O
O頁
参
照

(
3
〉

新
由
閣
議
書
簡
集
よ
り
、
一
一

一六

ハ
4
〉
新
島
奨
書
簡
集
よ
り
、
二
七

一、

徳
富
猪

一
郎
宛
、
明
治
廿
年
十

一月
サ
二
日

(
5
〉

「
植
村
正
久
と
そ
の
時
代
第
三
谷
」
所
牧
「
敬
会
合
同
」
よ
り

「
布
陣
老
名

m
E際
」
参
照
〈
本
文
六
九
買
を
参
照
さ
れ
た
い
〉

ハ
6
〉
新
曲
四
帽
瞬
時
W
簡
集
よ
り
、
五
三
六
、
宮
川
経
降
、
海
老
名
剛
山
豆
、
小

崎
弘
道
、
伊
勢
時
雄
、
金
森
遁
倫
、
湯
浅
治
郎
宛
明
治
サ
一
年
十

一

月
二
十
三
日

七
七
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〈

7
)
新
島
薬
害
簡
集
よ
り
、
一
一
一
一
一
七
、
徳
富
務
一
郎
宛
、
明
治
サ
二
年

五
月
十
二
日

(
8
〉
回
村
直
臣
著
「
我
が
見
た
る
植
村
正
久
と
内
村
鑑
三
」
よ
り

-一一

頁

(
9
〉

小

崎
弘
道
会
集
第
二
巻
一
二

O
頁
よ
り

(
m
x日
)
(
ロ
)
(
日
)
「
植
村
正
久

と
そ
の
時
代
第
三
谷
」
所
牧
「
教
会

合
同
」
よ
り

四

と
の
度
の
教
会
合
同
は
遂
に
失
敗
し
た
。
新
島
一
は
飽
く
ま
で
も
会
衆
派
の

信
条
に
忠
実
で
あ
っ
た
。
教
会
の
白
治
自
由
を
護
る
た
め
の
そ
の
熱
情
は
素

晴
ら
し
い
も
の
と
云
え
よ
う
。
そ
れ
と
共
に
、
伝
送
は
外
国
の
援
助
に
よ
っ

て
行
う
と
一
云
う
事
業
家
的
な
考
え
方
を
し
て
い
た
と
と
も
否
め
な
い
事
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
時
に
お
い
て
、
彼
の
両
方
の
考
え
方
が
共
に
絡
み
合
っ
て

表
面
に
出
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
返
っ
て
組
合
教
会
の
発
展
、
強
い

て
言
え
ば
日
本
基
督
教
界
の
発
展
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
た
と

云
え
よ
う
。
そ
の
後
の
組
合
教
会
の
情
勢
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
、
組
合
教

会
は
新
島
袋
が
あ
れ
ほ
ど
ま
で
固
守
し
た
白
由
自
治
の
た
め
、
手
痛
い
打
撃

会
蒙
っ
た
の
は
、
彼
の
夜
後
間
も
な
く
で
あ
っ
た
。
個
々
の
教
会
の
自
由
独

立
が
、
教
会
の
全
体
性
の
尊
重
を
乗
り
越
え
る
限
度
ま
で
に
な
っ
て
来
た
状

態
が
現
わ
れ
て
き
た
。
全
体
を
無
視
し
た
個
人
主
義
的
な
行
動
は
、
た
だ
自

分
達
の
立
場
を
弱
め
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
二
十
三
年
以
後
の
反
動
時
代
に
お

い
て
、
組
合
教
会
の
人
々
は
ど
ん
な
に
各
個
ば
ら
ば
ら
の
態
度
を
と
り
、
自

分
の
教
派
の
力
を
滅
じ
て
い
っ
た
か
は
事
実
が
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。
淳

七
八

山
保
緩
、
新
島
嚢
の
夜
後
、
新
神
学
の
影
響
に
よ
り
、
と
の
派
の
有
力
者
た

る
金
森
通
倫
、
横
井
時
雄
、
安
部
磁
雄
(
岡
山
教
会
牧
師
)
、
村
井
知
至
(
本

郷
教
会
牧
師
〉
、
増
野
悦
興
、
村
田
動
、
松
村
介
石
、
本
間
重
慶
、
新
原
俊

秀
、山
岡
邦
三
郎
ら
が
相
次
い
で
伝
送
界
か
ら
身
全
退
い
た
。
(

1

)

更
に
日
清

戦
争
や
叉
そ
れ
以
前
の
内
村
銃
三
の
不
敬
事
件
、ハ
2υ

奥
村
頑
次
郎
の
解
雇

事
件
、ハ
3
〉
教
育
と
宗
教
の
衝
突
事
件

?υ
な

rの
一
速
の
事
件
に
よ
る
圧

迫
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
キ

D
ス
ト
教
の
中
の
、
当
初
よ
り
自
由
独
立
と
云
う

国
民
主
義
的
意
識
の
濃
厚
で
あ
っ
た
組
合
教
会
に
、
国
家
主
義
的
転
向
を
も

っ
て
布
教
陣
営
を
建
直
モ
う
と
努
力
す
る
人
が
多
く
出
て
来
た
こ
と
も
争
え

な
い
草
一
切
実
で
あ
る
。
日
く
、
横
井
時
雄
「
我
国
の
基
督
教
問
題
」
、
「
日
本
の

道
徳
と
基
管
教
」
(
原
因
助
と
令
著
)
、
宮
川
経
輝
「
基
管
教
と
忠
君
愛
国
」
、

小
崎
弘
道
「
基
督
教
と
国
家
」
、海
老
名
弾
正
「
帝
国
の
新
生
命
」
な
ど
、
日

本
的
基
督
教
、
日
本
的
基
替
教
神
学
な
る
も
の
が
組
合
教
会
に
排
出
し

た。
(
5
u

教
育
勅
語
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
儒
教
的
封
建
倫
理
と
激
し
く
密

、
、
、
、

突
し
た
キ
H
Y

ス
ト
教
が
、
い
つ
の
ま
に
か
日
本
的
基
督
教
な
る
も
の
に
す
り

骨
b
ら
れ
た
の
は
、
組
合
教
会
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
「
と
の
様

に
組
合
教
会
が
衰
勢
に
向
っ
て
い
っ
た
の
は
組
合
教
会
の
自
由
を
、
教
会
の

人
々
は
〔
我
々
の
〕
自
由
と
解
し
た
こ
と
の
結
果
で
あ
る
こ
す
〉
と
福
田
正

俊
民
は
述
べ
て
い
る
。
新
島
の
言
う
教
会
の
自
由
自
治
は
彼
自
身
の
把
握
の

み
に
よ
っ
て
終
り
、
発
展
せ
ず
に
し
ま
っ
た
と
と
は
、
教
会
の
自
由
の
歴
史

の
浅
い
日
本
で
は
無
理
も
な
い
と
と
と
推
察
さ
れ
る
。

註
(
1
)
2
(
5
〉
「
植
村
主
久
と
そ
の
時
代
」
第
五
各
参
照

(
6
〉
「
一
っ

と
成
ら
ん
た
め
」
(
教
会
の
完
成
へ

〉
よ
P

「
教
会
合
同

の
目
標
と
そ
の
方
法
」
(
蔵
田
正
佼
)
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